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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
１．比推力（推力と燃料消費率の比）はLOX/LH2　500ｓ、ヒドラジン　300s、イオンエンジン3000ｓ
２．マイクロ波　4.25ギガヘルツ、　永久磁石　1500ガウスの磁場を作ってイオンを生成している。
３．推力　8ミリニュ－トンの加速度で３０ｋｍ／ｓとなる。東京大阪間を15秒で移動可能
４．ホロ－カソードと言う電極はＳＩＯｘをコーティング
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
１．高密度のプラズマを工夫をした、グリッド間隔は0.5mm　　8mN推力、3基で２０mN（2ｇ重）　イオンエンジンの寿命約30,000時間、他のものは8,000時間が限度
２．グリッドはカーボンカーボン複合材でショートを防いだ。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
１．比推力（推力と燃料消費率の比）はLOX/LH2　500ｓ、ヒドラジン　300s、イオンエンジン3000ｓ
２．マイクロ波　4.25ギガヘルツ、　永久磁石　1500ガウスの磁場を作ってイオンを生成している。
３．推力　8ミリニュ－トンの加速度で３０ｋｍ／ｓとなる。東京大阪間を15秒で移動可能
４．ホロ－カソードと言う電極はＳＩＯｘをコーティング
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
１．惑星が探査機を掴んで放り投げる要領
２．地球の重力を使って加速する。


[P SSDFFEE T NE BT


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
１．惑星が探査機を掴んで放り投げる
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
１．49か国　88万人　有名人　長嶋、星野、衣笠選手、ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞｵﾙﾄﾞﾘﾝ、ﾆｰﾙﾀｲｿﾝ、ビルｹﾞｲ、等々
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
１．49か国　88万人　有名人　長嶋、星野、衣笠選手、ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞｵﾙﾄﾞﾘﾝ、ﾆｰﾙﾀｲｿﾝ、ビルｹﾞｲ、等々
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
１．川口さんはアメリカ防衛省所有のエイムズ研究所の大型加熱風洞を交渉で使用、10,000℃の加熱試験を行った。
２．軍事施設の為通常は使えないが、もし回収カプセルが完成しない場合はアメリカ製を購入と言う、バータ方式をとった。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
１．１ビット信号で姿勢を立直す。臼田局にはスペクトラム・アナライザー装置が設置されており探査機が送ってくる電波のエネルギーを周波数別に測定し、一定時間分を足し合わせて平均する装置を持っていた。可能性のある周波数すべてをしらみつぶしに打ち続けて、はやぶさをとらえた。
２．2005.12.9完全に通信途絶えたが、1ビットの信号を送り続けた結果、2006.1.23　４６日ぶりにはやぶさの信号をキャッチした。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
１．はやぶさの電源喪失で当初の通信周波数は消えための 対策、2005.12.9 完全に通信途絶えたが、周波数一致させ る為４３０に区分して 1 ビットの信号を送り続けた結果、 2006.1.23 ４６日ぶりにはやぶさの信号をキャッチした。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
１．約0.03mmのカケラ、硫化物をまず見つけた。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
１．はやぶさ2　148億　100億(H-IIA)　16億(7年以上)　約264億円
２．インパクターを打って人工クレ―タを作りカケラを持帰る計画である。　
３．この計画は運を実力に帰る目的を持ち、はやぶさ２、はやぶさマーク２と健闘が進められている。
４．平面アンテナは、小型のアンテナが複数集めて、ひとつの大きなアンテナとして働いているアンテナです�これは、各小型アンテナの電力をそれぞれ変えることで若干、データを飛ばす方向を変えることができます
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